２１世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」学術講演会　開催報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理化）　山内　淳

講演会総合題目　

「マイクロ波を利用した化学反応・合成」

講演者

奈良教育大学　名誉教授、ミネルバライトラボ　取締役　松村　竹子

場所・日時：京都大学大学院人間・環境学研究科・２００４年３月３日（水）

主な参加者：山本直一（理）、山本文子（理）、山内　淳(理)、馬場正昭（理）、陰山　洋（理）、ラビクマール（理）、田村　類（人環）、高橋弘樹（人環）、酒井尚子（人環）、他博士課程ならびに修士課程院生等

総参加者概数：約３０名

講演内容：

　マイクロ波を用いることにより新しい分子・物質合成や新材料創出が可能になるという観点からやさしい解説を最初うかがった。主な内容は、１）化学反応を革新するマイクロ波熱触媒、２）マイクロ波反応装置、３）反応・合成例などを午前中の講演でまとめていただいた。有機合成での特異な合成反応もふくめて、マイクロ波照射の物理化学的基礎や反応について活発な討論がなされた。実際に作製された遷移金属錯体や希土類金属錯体の発光特性や実用的応用例の講義が午後に続けられた。さらに、遷移金属イオンに比べると合成がやや困難な希土類イオンの錯体の合成にもふれられ、その発光ならびに磁気特性を講義された。総合的にみて、活発な議論を通じて院生に有意義な情報と知見を与えた。

付記事項：年度末の多忙な時期、ならびに院生の少ない時期にもかかわらず、参加いただいた多くの参加者ならびに、講師の先生に感謝の意を示したい。

